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概要 
近年、以前よりまして児童生徒が自ら学ぶ力（自己学習力）を育成することが、学校教育

の主題として取り上げられてきている。この主題は、数学科の学習指導研究においては、

児童生徒が数学を自ら発見したり創造したりする活動を、学習指導の中でいかに実現する

かという視点と関って取り上げられてきた。特に新学習指導要領においては、その活動を

重視して、新たに「課題学習」が提案された。本研究は、この課題学習について日常世界

からの数学化の立場から研究するものである。そのためにここで採用する方法は、「日常身

近なもので数学的に考えられる題材の写真を撮る」という課題設定に基づく学習指導であ

る。この報告では、課題学習におけるこの学習指導の位置を明らかにし、この課題設定に

始まる実践過程にみられる生徒の活動の分析を通して、この指導の数学教育上の意義を明

らかにするとともに、この学習指導の自己学習力の育成における特徴とその実現のために

検討すべき課題を明確化することを目的とする。 
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